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例
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令
和
５
年
度
錦
江
町
一
般
会
計
補

正
予
算
第
９
号
を
承
認
し
ま
し
た

　

主
な
も
の
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。
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解
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定
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ベ
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及
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飛
散
防
止
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係
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経
費
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増
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錦
江
町
旧
老
人
福
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解
体
工
事
に
係
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請
負
契
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締
結
し
ま
し
た
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（
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契
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相
手
方

株
式
会
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桑
原
組

錦
江
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た

　

令
和
６
年
１
月
か
ら
、
国
民

健
康
保
険
税
の
所
得
割
額
及
び

被
保
険
者
均
等
割
額
の
軽
減
措

置
を
行
う
た
め
の
改
正
で
す
。

対
象
者

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
、

令
和
５
年
11
月
以
降
に
出
産
し

た
方
、
ま
た
は
出
産
予
定
の
方

対
象
期
間

・�

出
産
予
定
日
ま
た
は
、
出
産
日
の

属
す
る
月
の
前
月
か
ら
４
か
月
間

・�

多
胎
妊
婦
の
方
は
、
出
産
予

定
日
ま
た
は
出
産
日
の
属
す
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月
の
３
か
月
前
か
ら
６
か
月
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軽
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額

　

対
象
者
分
の
所
得
割
額
と
均

等
割
額
（
対
象
処
分
期
間
分
）

錦
江
町
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改

正
し
ま
し
た

　

印
鑑
登
録
証
明
書
を
窓
口
で

受
け
取
る
際
、
従
来
は
印
鑑
登

録
証
が
必
要
で
し
た
が
、
※
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
添
付
で

も
受
け
取
れ
る
よ
う
に
す
る
改

正
で
す
。

※
本
人
が
受
け
取
る
場
合
の
み

　

ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に

搭
載
し
た
電
子
証
明
書
機
能
を

利
用
し
た
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
も
可
能
と
な
り
ま

し
た
。

　
令
和
５
年
第
４
回
定
例
会
は
、
12
月
５
日
か
ら

15
日
の
11
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
専
決
処
分
１
件
、

条
例
制
定
６
件
、
条
例
改
正
９
件
、
補
正
予
算
10

件
等
を
審
議
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、７
名
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

定例会12月専
決
処
分
を
承
認

専
決
処
分
を
承
認

契
約
契
約

条
例
条
例

マイナンバーカードの所有者が、マイナポータルアプ
リを使用し、自分のスマートフォンにスマホ用電子証
明書を搭載することで、サービスを利用できます。

サービスを利用するには？

マイナンバーカードを持ち歩くことなく、スマー
トフォンだけで様々なマイナンバーカード関連の
サービスの利用や申請が行えるサービスです。

スマホ用電子証明書搭載サービスとは？

◀�錦江町ホームページ�
コンビニ交付�
サービスについて�
（住民税務課：℡ 22-3037）

デジタル庁ホームページ▶
スマホ用電子証明書
搭載サービスについて

各種証明書のコンビニ交付サービス
（2024年２月１日時点）

交付できる証明書（交付手数料：1通 200円）

住民票の写し /印鑑登録証明書 /所得証明書
所得（課税）証明書

利用時間

6：30～ 23：00
（年末年始とシステム休止日を除く）

利用できる店舗

全国のファミリーマート /ローソン

※�サービス利用にあたりマイナンバーカード
または、スマホ用電子証明書を搭載済のス
マートフォン（Android のスマホのみ対応）
が必要です。
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水
道
事
業
等
に
関
す
る
条
例
を

制
定
・
一
部
改
正
し
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
次
の
表
の
と
お
り

で
す
。
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す
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す
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手
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錦
江
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和
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度
か
ら
フ
ル
タ
イ

ム
会
計
年
度
任
用
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に
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す
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で
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。

錦
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計
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任
用
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報
酬
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末
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当
及
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費
用
弁
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関
す
る
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例
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一
部
を
改
正
し
ま
し
た

　

パ
ー
ト
タ
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ム
会
計
年
度
任

用
職
員
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末
手
当
支
給
率
の

改
正
と
勤
勉
手
当
を
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給
す
る

た
め
の
規
定
を
追
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す
る
た
め

の
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で
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錦
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手
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。

錦
江
町
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川
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滝
公
園
条
例
の

一
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を
改
正
し
ま
し
た

　
指
定
管
理
者
制
度
を
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用

し
、
利
用
料
金
を
指
定
管
理
者

に
収
入
と
し
て
収
受
す
る
こ
と

を
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確
に
す
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た
め
の
改
正
で

す
。

錦
江
町
議
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委
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会
条
例
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一

部
を
改
正
し
ま
し
た

　
簡
易
水
道
事
業
が
水
道
事
業

に
移
行
す
る
た
め
、
文
教
産
業

常
任
委
員
会
が
所
管
す
る
事
務

の
内
容
を
整
理
し
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
期
間
が
満
了
す
る
施
設
の
新
た
な

指
定
管
理
者
を
指
定
し
ま
し
た
。

施行日 条　例　名 制　定　理　由

令
和
６
年
４
月
１
日

●錦江町水道事業の設置等に関する条例　
●�錦江町水道事業職員の給与の種類及び基準に関する条例
●錦江町水道事業の剰余金の処分等に関する条例

錦江町簡易水道事業が水道事業へ移行
するため関係条例を制定

●�錦江町簡易水道事業の水道事業への移行及び錦江町農
業集落排水事業に地方公営企業法の財務規定等を適用
することに伴う関係条例の整備に関する条例

簡易水道が水道事業へ移行するほか、
農業集落排水事業に地方公営企業法の
財務規定等を適用することに伴う関係
条例の改正

●錦江町農業集落排水事業の設置等に関する条例
●�錦江町農業集落排水事業の剰余金の処分等に関する条例

錦江町農業集落排水事業に地方公営企業法
の業務規定等を適用することに伴い制定

▼指定期間：令和６年４月１日から令和７年３月 31日

公の施設の名称 指定管理者となる
団体の名称

錦江町
荒茶加工施設 大根占茶生産組合

▼指定期間：令和６年４月１日から令和９年３月 31日

公の施設の名称 指定管理者となる
団体の名称 公の施設の名称 指定管理者となる

団体の名称
錦江町
神川大滝公園

Mt.King
（マウント・キング）

大原地区
福祉ふれあい広場

大原地区
福祉ふれあい広場管理組合

錦江町
神川キャンプ場 株式会社�松下工務店 新田地区

福祉ふれあい広場
新田地区
福祉ふれあい広場管理組合

川原地区
福祉ふれあい広場

川原地区
福祉ふれあい広場管理組合

上部地区
福祉ふれあい広場

上部地区
村づくり推進協議会

鵜戸野地区
福祉ふれあい広場

鵜戸野地区
福祉ふれあい広場管理組合

花瀬地区
福祉ふれあい広場 花瀬地区公民館

簡易水道事業………給水人口が 101 名以上 5,000 名以下の水道事業
水道事業……………一般の需要に応じて水道により水を供給する事業
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一般会計、特別会計の補正予算を原案のとおり可決しました。主なものは次の通りです。

物価高騰対応低所得世帯重点支援事業
1億1,239万円などを可決

● 一般会計（第 10 号）（第 11 号）
田代支所庁舎３階議場改修事業

88 万円（88 万円）
改修工事に係る設計図書等の作成

花瀬公園管理事業
145 万 3 千円（2,282 万 2 千円）

花瀬公園遊具補修工事・花瀬水源地パイ
プ漏水復旧工事・雄川の滝展望所基礎補
修工事を行うための増額

物価高騰対応低所得世帯重点支援事業
１億 1,239 万円（1 億 1,239 万円）
物価高騰による負担増を踏まえ、非課税
世帯に対して１世帯あたり７万円の支給
対象者�・�令和５年度分の市町村民税が非課

税である世帯
� ・�家計が急変し、市町村民税が非課

税世帯と同様と認められる世帯

木質バイオマス施設管理運営委託
92 万円

燃料チップの使用量の増加によるもの

繁殖雌牛改良増殖物価高騰支援対策事業
1,200 万円（1,200 万円）

10 才以上の高齢母牛を淘汰し、未経産牛
の導入及び本人牛を自家保留した場合に
１頭あたり 10 万円を交付

木質バイオマス施設管理運営委託
92 万円

燃料チップの使用量の増加によるもの

社会福祉施設等物価高騰対応重点支援事業
1,050 万円（1,050 万円）

介護保険等高齢者関係事業者への補助金

ふるさと納税基金
2,150 万円（1 億 490 万 1 千円）

ふるさと納税寄附金における積立金の増額

LP ガス料金負担軽減支援事業
96 万円（1,256 万円）

令和５年 12月検針分と令和６年 1月検針
分のガス利用料金２ヶ月分を対象に月額
2,000 円を上限に値引き助成の増額

障害者自立支援給付事業
800 万円（2 億 7,186 万 5 千円）

障害者福祉サービス費の増額

● 簡易水道事業（第 3 号）
簡易水道維持費

33 万 4 千円（3,587 万 5 千円）
メーター検針委託及び中村上原配水池漏
水調査委託等による増額

● 介護保険事業（保険事業勘定）（第 2 号）
居宅介護福祉用具購入費

20 万円（100 万円）
介護予防住宅改修費

40 万円（160 万円）
要介護者の福祉用具購入及び要支援者の
住宅改修に対する給付の増額

一般管理費
77 万 3 千円（665 万 2 千円）

介護報酬改定に伴うシステム改修による
増額

● 介護保険事業（サービス事業勘定）（第２号）

ふるさと納税事業
2,850 万円（1 億 4,544 万円）

寄附金の増加による手数料の増額
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● 国民健康保険事業（第 3 号）
歳入歳出それぞれ 509 万円の
減額補正

※（　）内は、予算総額です。



※賛否の表示は、○：賛成、×：反対、欠：欠席となっています。
※議長には、表決権がありません。
※各議案（案件名）の○○については、省略しています。

　令和５年 第４回定例会

案件番号 案件名
賛否の結果

久
保
久
本
厚
ヶ
瀨
浪
瀨
染
川
池
田
川
越
小
吉
水
口
中
野
落
司
笹
原

承認第７号 専決処分した事件の承認
（令和５年度錦江町一般会計補正予算（第９号）） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第47号 令和５年度錦江町一般会計補正予算（第10号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第48号 令和５年度錦江町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第49号 令和５年度錦江町介護保険事業（保険事業勘定）特別会計補正予算
（第２号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第50号 令和５年度錦江町介護保険事業（サービス事業勘定）特別会計補正予算
（第２号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第51号 令和５年度錦江町簡易水道事業特別会計補正予算（第３号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第52号 錦江町水道事業の設置等に関する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第53号 錦江町水道事業職員の給与の種類及び基準に関する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第54号 錦江町水道事業の剰余金の処分等に関する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第55号 錦江町簡易水道事業の水道事業への移行及び錦江町農業集落排水事業に地方
公営企業法の財務規定等を適用することに伴う関係条例の整備に関する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第56号 錦江町農業集落排水事業の設置等に関する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第57号 錦江町農業集落排水事業の剰余金の処分等に関する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第58号 錦江町神川大滝公園条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第59号 令和５年度錦江町旧老人福祉センター等解体工事請負契約の締結 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第60号 指定管理者の指定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第61号 指定管理者の指定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

発委第６号 錦江町議会委員会条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第62号 令和５年度錦江町一般会計補正予算（第11号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第63号 令和５年度錦江町国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第64号 令和５年度錦江町介護保険事業（保険事業勘定）特別会計補正予算
（第３号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第65号 令和５年度錦江町介護保険事業（サービス事業勘定）特別会計補正予算
（第３号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第66号 令和５年度錦江町簡易水道事業特別会計補正予算（第４号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第67号 錦江町町長等の給与に関する条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第68号 錦江町議会議員の議員報酬及び期末手当並びに費用弁償に関する
条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第69号 錦江町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第70号 錦江町フルタイム会計年度任用職員の給与に関する条例の一部を
改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第71号 錦江町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第72号 錦江町パートタイム会計年度任用職員の報酬、期末手当及び
費用弁償に関する条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第73号 錦江町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第74号 錦江町印鑑条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第75号 指定管理者の指定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第76号 指定管理者の指定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案に対する各議員の賛否状況

5 きんこう議会だより 76号

12
月
定
例
会



6きんこう議会だより 76号

池
い け だ

田 行
ゆ き の り

德 議員　７ページ
◇姉妹町交流
◇花瀬公園

川
か わ ご え

越 裕
ゆ う こ

子 議員　11 ページ
◇高齢者支援

町政のここが聞きたい

久
く ぼ

保 勇
ゆ う た

太 議員　８ページ
◇廃校利活用
◇病院再整備

浪
な み せ

瀨 亮
りょうすけ

祐 議員　９ページ
◇森林保全
◇病院建設
◇環境整備

久
ひ さ も と

本  晃
あきら

  議員　10 ページ
◇ DX 推進
◇学校水道

落
お と し

司 道
み ち こ

子 議員　12 ページ
◇男女共同参画

小
こ よ し

吉 昭
あ き ひ ろ

弘 議員　13 ページ
◇畜産支援
◇町道工事

二次元コードから各議員の一般質問の動画を閲覧できます。
※機材トラブルにより映像が途切れる箇所があります。ご了承ください。

Q A&ここが聞きたい
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Q 

コ
ロ
ナ
禍
が
一
段
落
し
た
中
で
、
行
政

と
し
て
姉
妹
町
で
あ
る
与
論
町
と
の
交
流

を
今
後
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
く
の
か
。

A 

町
長　
コ
ロ
ナ
禍
以
前
と
同
様
に
様
々

な
事
業
を
通
じ
て
地
域
の
振
興
や
活
性
化

に
資
す
る
よ
う
、
人
的
交
流
、
文
化
交
流

を
行
う
と
と
も
に
姉
妹
盟
約
を
後
世
に
繋

ぐ
た
め
盤
山
地
域
を
中
心
と
し
た
町
民
の

皆
様
方
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
新

た
な
取
組
み
を
検
討
す
る
。

Q 

与
論
町
の
民
間
企
業
等
と
の
交
流
促

進
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

A 

町
長　
与
論
町
に
は
百
合
ヶ
浜
を
代
表

と
す
る
観
光
地
や
与
論
十
五
夜
踊
り
な
ど
の

伝
統
行
事
が
あ
る
。

　
一
方
、
錦
江
町
に
は
花
瀬
公
園
や
大
滝
公

園
等
の
観
光
地
や
花
瀬
駅
伝
等
の
伝
統
的
な

イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
活
用
し
た
民

間
レ
ベ
ル
の
交
流
が
末
永
く
続
く
よ
う
情
報

発
信
な
ど
で
き
る
限
り
の
支
援
を
し
て
い
く
。

Q 

小
中
学
生
に
よ
る
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
事

業
で
、
与
論
町
の
活
用
は
ど
の
よ
う
に
考

え
ら
れ
る
か
。

A 

教
育
長　

ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
事
業
は
、

子
ど
も
た
ち
が
県
内
外
の
研
修
先
を
訪

れ
、
環
境
の
違
う
地
域
で
異
な
っ
た
自
然

や
文
化
に
触
れ
な
が
ら
、
集
団
活
動
や
異

年
齢
間
の
総
合
学
習
を
通
し
て
、
青
少
年

の
自
立
の
精
神
を
養
う
と
と
も
に
視
野
を

広
め
、
た
く
ま
し
く
生
き
る
力
と
思
い
や

り
の
心
を
持
っ
た
青
少
年
の
リ
ー
ダ
ー
を

育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

与
論
町
で
の
活
用
は
、
平
成
20
年
度
以

降
、
平
成
22
年
、
平
成
28
年
、
令
和
元
年

の
３
回
実
施
し
て
い
る
。
今
後
も
引
き
続
き

有
用
な
研
修
先
候
補
と
し
て
位
置
づ
け
る
。

Q 

町
内
の
催
し
の
中
で
、
与
論
町
の
か

り
ゆ
し
バ
ン
ド

を
活
用
す
る
考

え
は
な
い
か
。

A 

町
長　
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
が
合

え
ば
是
非
お
越

し
い
た
だ
き
た

い
。
ま
た
、
商

工
会
な
ど
町
内

で
イ
ベ
ン
ト
を
さ
れ
る
関
係
機
関
へ
も
関

係
課
を
通
じ
て
紹
介
が
で
き
れ
ば
と
思
っ

て
い
る
。

Q 

花
瀬
バ
ン
ガ
ロ
ー
の
今
夏
の
宿
泊
状

況
は
。

A 

町
長　
昨
年
よ
り
３
０
３
名
減
少
し
た
。

原
因
は
８
月
上
旬
の
台
風
６
号
の
襲
来
や
そ

れ
に
伴
う
被
害
に
よ
り
バ
ン
ガ
ロ
ー
の
半
数

が
使
用
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
と
分
析
す
る
。

Q 

団
体
客
に
対
す
る
料
金
に
つ
い
て
は

適
当
で
あ
る
の
か
。

A 

町
長　
団
体
や
少
人
数
で
の
利
用
に

関
係
な
く
施
設
の
種
類
ご
と
に
設
定
し
た

料
金
で
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
、
お
客
様

に
は
ご
理
解
い
た
だ
い
て
い
る
。

Q 

台
風
６
号
で
被
害
が
出
た
花
瀬
バ
ン

ガ
ロ
ー
の
つ
り
橋
は
い
つ
頃
の
改
修
を
計

画
し
て
い
る
か
。

A 
町
長　
来
年
の
夏
休
み
以
降
を
予
定

し
、
工
事
完
了
は
年
度
末
の
３
月
で
あ
る
。

Q 
そ
の
間
、
川
の
向
こ
う
に
あ
る
６
号
棟

か
ら
10
号
棟
ま
で
の
活
用
方
法
は
あ
る
か
。

A 

町
長　
つ
り
橋
の
改
修
工
事
が
進
ま

な
い
と
利
用
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。

花
瀬
バ
ン
ガ
ロ
ー

つ
り
橋
の
改
修
は

工
事
完
了
は
、
来
年
度
末

３
月
を
予
定
し
て
い
る

町長 花瀬公園

与
論
町
と
の
今
後
の

交
流
は

以
前
と
同
様
に
行
い
、
ま
た
新
た
な

取
り
組
み
を
検
討
す
る

町長 姉妹町
交流

池田 行德 議員

一般質問 12月定例会では、７名の議員より
一般質問が行われました。
※質問及び答弁については、要旨を掲載しております。
※通告順に掲載しています。

Q 

ぶ
ど
う
ハ
ウ
ス
側
か
ら
の
ル
ー
ト
を

活
用
で
き
な
い
か
。

A 

町
長　
担
当
課
に
指
示
を
し
て
、
現

場
を
調
査
さ
せ
る
。

Q 

指
定
管
理
者
制
度
に
な
っ
た
花
瀬

プ
ー
ル
の
入
込
客
数
の
状
況
は
。

A 

町
長　
４
年
ぶ
り
の
開
園
で
、
夏
休

み
期
間
の
42
日
間
で
大
人
２
，
２
３
２
名
、

子
ど
も
２
，
６
３
０
名
、
幼
児
９
１
３
名

の
合
計
５
，
７
７
５
名
で
あ
っ
た
。

Q 

カ
ヌ
ー
や
Ｓ
Ｕ
Ｐ
を
活
用
し
た
夜
間

の
営
業
な
ど
指
定
管
理
者
の
方
へ
の
進
言

は
で
き
な
い
か
。

A 

町
長　
指
定
管
理
者
か
ら
夜
間
営
業

な
ど
の
自
主
営
業
の
提
案
が
あ
っ
た
ら
そ

の
都
度
協
議
し
て
い
く
。

Q 

で
ん
し
ろ
う
館
に
置
い
て
あ
る
貸
出

用
自
転
車
の
一
部
を
プ
ー
ル
に
回
せ
な
い

の
か
。
ま
た
、
施
設
を
活
用
し
て
農
産
物

な
ど
の
販
売
も
進
言
で
き
な
い
の
か
。

A 

町
長　
事
業
者
か
ら
ご
提
案
が
あ
っ

た
ら
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
。

かりゆしバンド
（錦江町文化センター）

花瀬バンガローつり橋
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Q A&ここが聞きたい

Q 

令
和
７
年
４
月
に
小
学
校
を
再
編
統
合

す
る
旨
を
表
明
し
た
が
、
新
た
に
宿
利
原
、

池
田
、
大
原
各
校
が
廃
校
と
な
る
。
し
か

し
廃
校
後
の
利
活
用
策
に
関
し
て
は
現
在

決
ま
っ
て
お
ら
ず
、
こ
れ
か
ら
の
協
議
に

な
る
と
の
見
通
し
で
あ
る
が
、
町
と
し
て

は
ど
の
よ
う
に
関
与
し
て
い
く
方
針
か
。

A 

町
長　

錦
江
町
小
学
校
再
編
統
合
推

進
委
員
会
並
び
に
地
区
推
進
委
員
会
を
設

置
し
て
お
り
、
地
区
再
編
委
員
会
に
お
け

る
総
務
部
会
で
検
討
し
て
い
く
。

Q 

廃
校
予
定
地
区
は
い
ず
れ
も
人
口
減
少

率
は
著
し
く
、
担
い
手
不
足
に
よ
る
田
畑
の

維
持
管
理
や
集
落
機
能
の
維
持
に
大
変
苦

労
さ
れ
る
実
態
を
伺
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
廃

校
と
な
る
と
、
地
域
の
運
動
会
な
ど
の
交
流

イ
ベ
ン
ト
の
減
少
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
維
持
が
さ
ら
に
困
難
な
状

況
に
な
り
か
ね
な
い
。
他
方
、
地
域
の
方
々

か
ら
は
、
サ
ロ
ン
会
場
や
将
来
的
な
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
施
設
へ
の
改
修
を
希
望
す
る
声
も

い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
廃
校
予
定
ま
で
に
１
年
余
り
と
な
っ
て
お

り
、
早
急
に
利
活
用
検
討
を
始
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
検
討
主
体
は
公
民
館
や
自
治

会
等
に
な
る
の
か
。

　
ま
た
、
必
要
経
費
等
は
す
べ
て
公
民
館
や

自
治
会
、
ま
た
は
学
校
負
担
に
な
る
の
か
。

A 

町
長　

ま
ず
は
総
務
部
会
が
主
体
と

な
っ
て
検
討
を
行
い
、
経
費
は
教
育
委
員

会
が
負
担
す
る
。

Q 
こ
れ
は
時
間
軸
を
考
え
な
い
と
い
け

な
い
問
題
で
あ
る
。
先
の
中
学
校
統
合
再

編
に
お
い
て
も
、
未
だ
に
未
活
用
の
中
学

校
跡
地
も
存
在
す
る
。
仮
に
利
活
用
計
画

が
決
ま
っ
た
と
し
て
も
、
改
修
費
や
運
営

中
の
莫
大
な
経
費
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

地
域
か
ら
学
校
が
失
わ
れ
る
と
い
う
こ
と

は
、
そ
の
地
域
に

と
っ
て
は
１
０
０

年
以
上
に
渡
る
伝

統
と
拠
り
所
が
失

わ
れ
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
町
と

し
て
の
責
任
と
方

針
を
示
さ
れ
た
い
。

が
想
定
さ
れ
る
。
利
用
さ
れ
る
よ
う
な
取

組
を
進
め
て
い
く
。

Q 

国
内
外
の
各
種
情
勢
を
鑑
み
る
と
当
初
計

画
の
整
備
費
用
58
・
７
億
円
が
上
振
れ
る
可

能
性
が
高
い
。

　
基
本
計
画
に
よ
る
と
、
開
院
10
年
目
に
は

１
３
２
床
か
ら
病
床
を
段
階
的
に
縮
小
し
、

30
年
目
に
は
60
床
と
半
減
す
る
一
方
、
介
護
保

険
施
設
が
50
床
と
な
る
。
病
床
を
削
減
し
て

い
く
こ
と
が
確
定
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
な

ぜ
当
初
か
ら
巨
額
を
投
じ
て
１
３
２
床
の
大

規
模
な
施
設
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
。

A 

町
長　
地
域
の
医
療
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
と

共
に
、
パ
タ
ー
ン
検
討
を
行
い
、
唯
一
黒
字
化
が

見
込
ま
れ
た
の
が
３
病
棟
１
３
２
床
で
あ
っ
た
。

Q 

医
療
ニ
ー
ズ
は
今
後
縮
減
し
て
い
く
こ
と

が
見
込
ま
れ
る
。
そ
れ
こ
そ
、
計
画
に
記
載
さ

れ
て
い
る
介
護
保
険
施
設
は
地
域
の
方
々
よ
り
、

廃
校
跡
地
に
整
備
い
た
だ
く
よ
う
要
望
も
い
た

だ
い
て
い
る
。
そ
う
な
っ
た
場
合
、
整
備
費
用

が
格
段
に
安
く
な
る
可
能
性
が
高
い
。
費
用
対

効
果
の
観
点
か
ら
も
う
一
度
精
査
す
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
建
設
費
用
は
い

つ
の
段
階
で
明
示
さ
れ
る
の
か
。
仮
に
整
備
費

用
が
予
定
を
上
回
っ
た
場
合
、
病
床
の
削
減
等

を
含
め
た
設
計
見
直
し
は
行
わ
な
い
の
か
。

A 

町
長　
新
た
な
協
議
は
行
わ
な
い
。

　
１
３
２
床
の
計
画
の
ま
ま
進
め
て
い
き
、

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
等
で
経
費
等
の
説
明

を
行
う
予
定
で
あ
る
。

１
０
０
年
以
上
に
渡
る
伝
統
と
拠
り
所
が
失
わ
れ
る
地

域
に
対
し
、
町
と
し
て
の
責
任
と
方
針
を
示
さ
れ
た
い

地
域
の
議
論
を
待
っ
て
伴
走
支
援
を
し
て
い
く
方
針
で
あ
る

Q 

新
設
さ
れ
る
当
該
病
院
の
10
～
30
年
後

の
来
院
患
者
並
び
に
入
院
患
者
の
年
齢
構

成
、
ま
た
、
今
の
20
～
40
代
が
今
後
継
続

的
に
利
用
し
続
け
る
の
か
と
い
う
点
に
関

し
て
改
め
て
回
答
を
求
め
る
。

A 
町
長　

開
院
１
年
目
に
お
け
る
20

～
40
代
の
患
者
数
の
合
計
で
外
来
が
２
，

１
４
７
名
、
入
院
が
９
０
７
名
に
対
し
、

開
院
30
年
後
、
そ
れ
ぞ
れ
が
50
～
70
代
に

な
っ
た
場
合
は
外
来
が
５
，
２
７
５
名
、

入
院
が
４
，
５
０
７
名
と
増
加
す
る
こ
と

町長 廃校
利活用

久保 勇太 議員

費
用
対
効
果
の
観
点
か
ら

も
う
一
度
精
査
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か

新
た
な
協
議
は
行
わ
な
い
。

１
３
２
床
の
計
画
の
ま
ま
進

め
て
い
く

町長 病院再整備

地域の拠り所となっている小学校

A 

町
長　
次
の
方
向
性
が
出
る
ま
で
の
維

持
管
理
は
町
が
行
っ
て
い
く
。
地
域
の
議

論
を
待
っ
て
伴
走
支
援
を
し
て
い
く
方
針

で
あ
る
。
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一般質問
Q 

錦
江
町
森
林
の
保
全
に
関
す
る
条
例
が

令
和
６
年
１
月
か
ら
施
行
さ
れ
、
今
後
再

造
林
が
進
む
こ
と
を
大
き
く
期
待
し
て
い

る
。
現
在
ま
で
町
内
の
皆
伐
が
進
み
、
水

資
源
や
国
土
保
全
等
を
心
配
す
る
が
、
近

年
の
伐
採
面
積
と
再
造
林
率
は
何
％
か
。

A 

町
長　
町
内
で
は
伐
期
を
迎
え
た
杉

の
人
工
林
が
増
加
し
、
伐
採
面
積
が
増
加

し
て
い
る
。
令
和
元
年
度
は
32‌

ha
、
２
年

度
が
１
３
６
ha
、
３
年
度
が
77‌

ha
、
４
年

度
が
１
５
０
ha
と
推
移
し
て
お
り
、
４
年

間
で
３
９
５
ha
、
年
平
均
99‌

ha
の
森
林
が

伐
採
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
再
造
林
率
は

令
和
元
年
度
か
ら
47
％
、
13
％
、
36
％
、

47
％
と
推
移
し
て
お
り
、
４
年
間
で
は

33
％
の
再
造
林
率
と
な
っ
て
い
る
。

Q 

条
例
に
よ
り
、
事
前
届
出
が
必
要
と

な
っ
た
が
、
所
有
者
に
対
す
る
指
導
は
ど

の
よ
う
に
行
う
の
か
。

A 

町
長　
以
前
は
、
森
林
法
に
よ
り
伐
採

届
は
要
件
を
満
た
し
、
必
要
書
類
が
揃
っ

て
い
れ
ば
承
認
さ
れ
た
。

　

町
と
し
て
、
再
造
林
が
進
ま
な
い
こ
と

を
懸
念
し
て
、
森
林
整
備
条
例
を
制
定
し
、

契
約
が
さ
れ
る
30
日
前
に
、
ま
ず
は
役
場

に
相
談
し
、
届
出
を
出
す
必
要
が
あ
る
。

錦
江
町
は
再
造
林
の
補
助
も
他
の
自
治
体

よ
り
手
厚
い
こ
と
も
説
明
し
、
跡
地
が
自

然
に
放
置
さ
れ
た
ま
ま
と
い
う
選
択
を
で

き
る
だ
け
少
な
く
し
た
い
。

Q 
再
造
林
率
が
進
ま
な
い
伐
採
場
所
に
つ

い
て
は
、
森
林
所
有
者
か
ら
町
が
借
上
げ
、

植
付
け
補
助
制
度
を
利
用
し
て
、
錦
江
町
分

収
育
林
制
度
（
仮
称
）、
俗
に
言
う
緑
の
オ
ー

ナ
ー
や
子
ど
も
た
ち
を
含
め
た
植
樹
祭
を
行

い
、森
林
保
全
を
促
進
す
る
考
え
は
な
い
か
。

A 

町
長　
伐
採
後
に
造
林
し
て
い
な
い

森
林
に
つ
い
て
は
従
来
、
造
林
の
た
め
の

地
拵
え
に
多
額
の
経
費
を
要
し
て
い
た
が
、

今
年
度
か
ら
地
拵
え
の
補
助
も
新
設
し
て

い
る
の
で
活
用
い
た
だ
き
た
い
。

　

国
は
森
林
経
営
管
理
法
を
制
定
し
、
市

町
村
が
所
有
者
か
ら
森
林
経
営
管
理
の
委

託
を
受
け
る
森
林
経
営
管
理
制
度
の
運
用

を
働
き
か
け
て
お
り
、
本
町
で
も
意
向
調

査
を
進
め
て
い
る
。

　

提
案
の
あ
っ
た
分
収
育
林
制
度
は
、
こ

れ
ら
の
意
向
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
本

町
の
総
合
的
な
森
林
ビ
ジ
ョ
ン
や
、
森
林

経
営
管
理
制
度
の
実
施
方
針
の
中
で
施
策

の
一
つ
と
し
て
検
討
す
る
。

　

ま
た
、
植
樹
祭
等
に
つ
い
て
も
森
林
保

護
に
関
心
を
持
つ
機
会
に
な
る
こ
と
か
ら

各
機
関
と
協
議
し
て
い
く
。

施
の
公
告
手
続
き
等
を
経
て
入
札
を
行
う
。

Q 

入
札
参
加
の
条
件
は
。

A 

町
長　
一
般
的
な
格
付
や
技
術
者
の
配

置
等
の
ほ
か
に
、
建
設
す
る
病
院
と
同
程

度
の
規
模
の
病
院
を
施
工
し
た
実
績
を
求

め
る
。
ま
た
、
大
規
模
か
つ
技
術
難
度
が

高
い
工
事
の
施
工
は
特
定
Ｊ
Ｖ
（
特
定
建

設
工
事
共
同
企
業
体
）
に
よ
る
施
工
が
多

い
。
こ
の
場
合
Ｊ
Ｖ
の
代
表
者
へ
の
入
札

参
加
資
格
と
し
て
建
設
す
る
病
院
と
同
規

模
の
病
院
の
元
請
け
等
の
実
績
を
求
め
る

な
ど
の
条
件
が
あ
る
。

　

円
滑
な
病
院
整
備
に
向
け
、
適
切
に
設

定
し
、
地
元
の
事
業
者
も
多
く
関
与
で
き

る
よ
う
な
配
慮
も
求
め
て
い
く
。

浪瀨 亮祐 議員

近
年
の
伐
採
面
積
と
再
造
林
率
は
何
％
か

令
和
元
年
度
か
ら
４
年
間
で
は
３
９
５
ha
伐
採
さ
れ
、
再
造
林
率
は
33
％

町長 森林
保全

肝
属
郡
医
師
会
立
病
院
の

入
札
時
期
は
い
つ
頃
か

令
和
６
年
度
上
旬
と
い
う
こ

と
で
認
識
い
た
だ
き
た
い

町長 病院
建設

田
代
中
央
運
動
場
西
側

ト
イ
レ
を
改
修
す
る
考
え
は

令
和
６
年
度
予
算
に
お
い
て

早
急
に
改
修
す
る

教育長 環境
整備

Q 

資
材
価
格
の
高
騰
や
人
件
費
値
上
げ
等

に
よ
り
建
設
費
も
上
昇
し
て
い
く
が
、
入

札
時
期
は
い
つ
頃
か
。

A 
町
長　
令
和
６
年
度
の
当
初
予
算
に
つ

い
て
承
認
い
た
だ
く
こ
と
が
前
提
に
な
る

が
、
新
年
度
早
々
に
着
手
し
た
い
。
具
体
的

に
は
、
両
町
の
当
初
予
算
が
成
立
し
、
肝
属

郡
医
師
会
立
病
院
が
建
設
工
事
の
実
施
に
つ

い
て
理
事
会
等
の
承
認
を
得
た
後
に
入
札
実

Q 

田
代
中
央
運
動
場
西
側
ト
イ
レ
は
障

が
い
者
用
ト
イ
レ
の
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン

カ
ー
テ
ン
の
故
障
や
壁
の
傷
み
が
目
立
つ

が
、
改
修
す
る
考
え
は
な
い
か
。

A 

教
育
長　
現
場
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
ひ
び
割
れ
や
ド
ア
の
壁

の
剥
が
れ
等
を
確
認
し
た
。

　
令
和
６
年
度
の
予
算
に
お
い
て
早
急
に

改
修
す
る
よ
う
進
め
て
い
く
。
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Q A&ここが聞きたい

学
校
施
設
に
あ
る
水
道
水

の
水
質
管
理
は
ど
う
か

検
査
を
行
い
、
安
心
安
全
な

水
道
水
の
供
給
に
努
め
て
い
る

町長 学校
水道

Q 

４
月
に
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
強
化
や
職
員
の
働
き
方
改
革

を
目
指
す
た
め
に
特
命
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
委

嘱
し
た
が
、
現
在
ま
で
ど
の
よ
う
な
取
組
み

を
行
っ
た
か
。

　
ま
た
、
今
後
ど
の
よ
う
な
取
組
み
を
行
っ

て
い
く
の
か
。

A 

町
長　
現
在
ま
で
の
Ｄ
Ｘ
に
関
す
る
取

組
み
は
、
本
年
５
月
か
ら
７
月
に
か
け
Ｄ
Ｘ

推
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
、
各
課
と
の

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
、
現
状
の
課
題
整

理
や
解
決
策
を
検
討
し
た
。
ま
た
、
Ｄ
Ｘ
を

全
庁
横
断
的
に
推
進
す
る
た
め
、
本
年
５
月

と
10
月
に
デ
ジ
タ
ル
化
の
必
要
性
な
ど
に
つ

い
て
の
職
員
研
修
を
実
施
し
、
各
課
か
ら
延

べ
58
件
の
提
案
が
あ
り
、
そ
の
中
で
も
優
先

的
に
行
う
必
要
が
あ
る
事
業
と
し
て
、
来
年

度
、
来
庁
者
が
申
請
書
に
記
入
せ
ず
に
各
種

証
明
書
の
発
行
や
各
種
手
続
等
が
行
え
る
、

書
か
な
い
窓
口
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
つ
い

て
、
国
の
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
交

付
金
を
活
用
し
て
実
施
で
き
な
い
か
、
内
閣

府
の
担
当
者
と
協
議
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
起
案
文
書
の
電
子
決
裁
化
と
文
書

管
理
と
の
連
携
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活
用
し
た
避
難
所
受
付

シ
ス
テ
ム
等
の
導
入
も
検
討
し
て
い
る
。

　
今
後
に
つ
い
て
も
、
住
民
の
利
便
性
向
上

や
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
、
業
務
効
率

化
な
ど
を
実
現
す
る
た
め
に
計
画
的
に
Ｄ
Ｘ

の
推
進
を
考
え
て
い
る
。

Q 
町
有
施
設
に
防
犯
・
災
害
対
策
で
カ
メ

ラ
を
設
置
す
る
考
え
は
な
い
か
。

A 

町
長　
防
犯
カ
メ
ラ
は
、
町
内
で
発
生

す
る
犯
罪
や
事
故
を
防
止
し
、
町
民
が
安
全

に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
町
と
警
察
署

等
の
協
議
に
よ
り
、
町
内
９
ヶ
所
に
設
置
し

て
い
る
。
災
害
用
カ
メ
ラ
は
、
鹿
児
島
県
が

河
川
砂
防
情
報
シ
ス
テ
ム
用
と
し
て
神
之
川

流
域
を
監
視
す
る
た
め
に
１
ヶ
所
に
設
置
し

て
い
る
。町
有
施
設
は
、総
合
交
流
セ
ン
タ
ー

と
に
し
き
の
里
の
２
ヶ
所
し
か
設
置
し
て
い

な
い
。
カ
メ
ラ
の
設
置
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
等

の
観
点
か
ら
、
慎
重
に
対
応
す
る
必
要
が
あ

り
、各
自
治
会
や
具
体
的
な
要
望
が
あ
れ
ば
、

設
置
に
向
け
た
検
討
を
行
う
考
え
が
あ
る
。

久
本
議
員　
台
風
６
号
に
よ
る
災
害
で
花

瀬
バ
ン
ガ
ロ
ー
の
連
絡
橋
が
破
損
し
た
。

　
橋
に
流
木
な
ど
が
詰
ま
っ
て
オ
ー
バ
ー
フ

ロ
ー
し
た
の
で
は
な
い
か
、
一
時
的
に
河
川

の
水
量
が
上
が
り
、
全
部
水
没
し
た
の
で
は

な
い
か
。
な
ど
の
意
見
が
あ
り
、
沈
下
橋
も

改
善
案
と
し
て
出
て
い
た
。

　
花
瀬
バ
ン
ガ
ロ
ー
に
防
犯
・
災
害
用
カ
メ

ラ
が
１
つ
設
置
し
て
あ
れ
ば
、
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
災

害
後
に
検
証
用
と
し
て
情
報
も
得
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
防
犯
・
防
災
だ
け
で
は
な
く
花
瀬

川
や
神
川
大
滝
は
四
季
の
情
報
を
配
信
す
る

こ
と
で
観
光
と
し
て
活
か
せ
る
。

　
町
民
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
、
安
全
向
上
に
前

向
き
に
検
討
す
る
と
の
こ
と
な
の
で
、
ぜ
ひ

Ｄ
Ｘ
の
活
用
に
取
組
ん
で
ほ
し
い
。

Q 

県
外
の
学
校
施
設
の
ほ
う
で
水
質
検

査
を
し
た
と
こ
ろ
、
水
質
基
準
値
を
超
え
、

一
般
細
菌
の
基
準
値
が
３
倍
か
ら
５
０
０

倍
を
超
え
た
た
め
に
飲
み
水
と
し
て
の
利

用
を
停
止
し
た
と
い
う
事
例
が
あ
っ
た
。

　
現
在
、
錦
江
町
内
の
学
校
施
設
に
あ
る

水
道
水
の
水
質
管
理
は
ど
の
よ
う
に
行
っ

て
い
る
か
。

A 

町
長　
主
な
定
期
検
査
内
容
と
し
ま

し
て
は
、
建
設
課
の
職
員
が
１
日
１
回
以

上
、
色
、
濁
り
、
消
毒
の
残
留
効
果
を
確

認
す
る
確
認
検
査
を
行
う
と
と
も
に
委
託

事
業
者
が
月
に
１
回
以
上
、
水
質
基
準
の

基
本
的
項
目
の
一
般
細
菌
や
大
腸
菌
等
を

含
む
９
項
目
の
検
査
を
、
４
ヶ
月
に
１
回

以
上
、
基
本
的
項
目
を
含
む
水
質
基
準

の
21
項
目
検
査
を
さ
ら
に
１
年
に
１
回
以

上
、
基
本
的
項
目
を
含
む
水
質
基
準
の
51

項
目
検
査
を
行
い
、
日
々
安
心
安
全
な
水

道
水
の
供
給
に
努
め
て
お
り
、
問
題
に
な

る
も
の
は
検
出
し
て
い
な
い
。

　
な
お
、
宿
利
原
小
学
校
は
教
育
委
員
会

で
鹿
児
島
県
薬
剤
師
会
試
験
セ
ン
タ
ー
に

毎
月
９
項
目
の
水
質
検
査
と
年
１
回
の
51

項
目
の
水
質
検
査
を
委
託
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
大
原
小
学
校
は
高
架
水
槽
に
よ

る
給
水
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
貯
水

槽
の
清
掃
を
年
２
回
、
清
掃
事
業
者
に
委

託
し
て
行
い
、
安
心
安
全
な
水
道
水
の
利

用
に
努
め
て
い
る
。

久本　晃 議員

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
強
化
や
職
員
の

働
き
方
改
革
を
目
指
す
た
め
に
ど
の
よ
う
な
取
組
み
を
行
っ
た
か

住
民
の
利
便
性
向
上
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
、
業
務
効
率
化
な
ど

を
実
現
す
る
た
め
に
計
画
的
に
Ｄ
Ｘ
の
推
進
を
考
え
て
い
る

町長 ＤＸ
推進
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Q 

人
口
が
11
月
末
で
６
，
４
３
５
名
、
高

齢
化
率
47
．
４
％
の
本
町
に
お
い
て
高
齢
者

の
生
活
見
守
り
や
健
康
づ
く
り
、
認
知
症
対

策
等
は
非
常
に
重
要
な
支
援
と
考
え
る
。

　
社
協
の
新
規
事
業
で
あ
る
錦
江
お
で
か
け

ド
ラ
イ
ブ
支
援
事
業
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ド

ラ
イ
バ
ー
を
募
集
し
て
い
る
が
、
実
施
内
容

と
事
故
発
生
時
の
対
応
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

A 

町
長　
65
才
以
上
の
高
齢
者
等
の
交
通

弱
者
を
対
象
に
、
安
否
確
認
や
健
康
状
態
の

把
握
、
閉
じ
こ
も
り
予
防
や
孤
独
感
の
解
消

を
図
り
な
が
ら
、
高
齢
者
の
暮
ら
し
を
支
え
る

外
出
移
動
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
一
環
と
し
て

令
和
６
年
１
月
よ
り
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
事
故
等
に
対
す
る
対
応
に
つ
い
て
は
、
社
協

が
保
険
等
に
加
入
し
て
い
る
。

Q 

昨
年
11
月
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
活
用
し
た
交
通
弱
者
向
け
の
あ
い
の
り
タ

ク
シ
ー
の
実
証
実
験
が
始
ま
っ
て
い
る
が
、

利
用
状
況
は
ど
う
推
移
し
て
い
る
か
。

A 

町
長　
実
証
実
験
は
、
令
和
４
年
11
月

１
日
か
ら
令
和
５
年
３
月
10
日
ま
で
行
い
、

男
性
12
名
、
女
性
38
名
、
計
50
名
が
登
録
し
、

５
カ
月
間
で
１
４
９
回
ご
利
用
い
た
だ
い
た
。

　

令
和
５
年
度
は
、
７
月
３
日
か
ら
12
月

31
日
ま
で
を
予
定
し
て
お
り
、
助
成
額
を

５
０
０
円
か
ら
７
０
０
円
に
改
定
し
、
助
成

対
象
者
に
妊
産
婦
や
未
就
学
児
、
外
国
人
技

能
実
習
生
な
ど
も
含
む
運
転
免
許
を
所
持
し

て
い
な
い
方
を
加
え
、
10
月
末
で
男
性
23
名
、

女
性
84
名
、
計
１
０
７
名
の
方
が
登
録
い
た

だ
い
て
お
り
、
利
用
回
数
も
２
７
６
回
と
着

実
に
増
え
て
き
て
い
る
。

　

令
和
６
年
度
か
ら
本
格
運
用
が
円
滑
に
行

わ
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き
現
状
分
析
、
課
題

整
理
を
行
っ
て
い
く
。

Q 

今
年
で
３
年
目
の
認
知
症
フ
レ
ン
ド

リ
ー
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
構
築
促
進
事
業
の
経
過

と
今
後
の
方
向
性
は
。

A 

町
長　
本
事
業
は
３
つ
の
柱
で
取
組
ん

で
い
る
。

①
普
及
啓
発

　

本
町
独
自
の
認
知
症
フ
レ
ン
ド
リ
ー
パ
ー

ト
ナ
ー
養
成
講
座
を
継
続
的
に
開
催
し
、
こ

れ
ま
で
小
学
生
や
町
民
方
、
延
べ
約
６
２
０

名
に
受
講
し
て
い
た
だ
い
た
。

Q 

町
が
３
年
あ
る
い
は
、
５
年
お
き
程
の

間
隔
で
認
知
症
の
健
診
を
行
え
な
い
か
。

A 

町
長　
フ
レ
イ
ル
の
予
防
も
含
め
、
検

討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

Q 

下
駄
ば
き
ヘ
ル
パ
ー
、有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
の
拡
充
や
地
域
の
サ
ロ
ン
の
減
少
対

策
は
。

A 

町
長　
半
下
石
お
助
け
隊
や
大
原
み
ん

な
の
食
堂
を
開
催
し
た
。下
駄
ば
き
ヘ
ル
パ
ー

制
度
は
高
齢
者
、
障
が
い
者
の
元
気
を
維
持

す
る
た
め
の
制
度
な
の
で
、
そ
こ
に
サ
ロ
ン

活
動
を
移
行
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
現

在
は
、
制
度
作
り
に
向
け
て
実
証
実
験
中
な

の
で
形
が
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
も
あ
る
と
い

う
認
識
で
あ
る
。

Q 

フ
レ
イ
ル
状
態
の
高
齢
者
の
把
握
と
そ

の
対
策
は
。

A 

町
長　
集
団
検
診
や
個
別
診
断
、
介
護

非
該
当
者
等
の
デ
ー
タ
か
ら
、
令
和
４
年
度

は
94
名
、
令
和
５
年
度
は
10
月
時
点
で
86
名
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
で
は
、
令
和
４
年
度

は
36
名
、
令
和
５
年
度
は
10
月
時
点
で
21
名

を
把
握
し
て
い
る
。

　

対
策
と
し
て
、
令
和
４
年
度
か
ら
高
齢
者

の
保
険
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
化
を
行
っ

た
ほ
か
、
医
療
機
関
へ
の
受
診
勧
奨
や
保
健

師
等
の
訪
問
指
導
を
定
期
的
に
実
施
し
て
い

る
。
今
後
も
積
極
的
に
介
護
予
防
教
室
や
ゆ

う
ゆ
う
カ
フ
ェ
の
案
内
を
行
い
、
継
続
的
な

フ
レ
イ
ル
予
防
の
取
組
み
を
進
め
て
い
く
。

②
認
知
症
カ
フ
ェ
「
ゆ
う
ゆ
う
カ
フ
ェ
」

　

町
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
委
託
し
、
現
在
は

毎
回
14
名
に
お
声
が
け
を
し
、
小
学
生
と
の

共
同
作
業
や
野
菜
作
り
、
町
内
の
商
店
と
連

携
し
た
野
菜
の
袋
詰
め
な
ど
の
社
会
参
加
活

動
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

③
ま
ち
づ
く
り

　

認
知
症
に
な
っ
て
も
生
活
し
や
す
い
錦
江

町
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
役
場
だ
け
で
な

く
様
々
な
分
野
の
皆
さ
ん
と
様
々
な
視
点
で

取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
令
和
５
年
１
月
か
ら
認
知
症
カ
フ
ェ
の

当
事
者
の
声
を
根
拠
に
交
流
拠
点
づ
く
り
や

社
会
参
加
推
進
な
ど
６
つ
の
テ
ー
マ
ご
と
に

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
るO

ur‌Pro
ject

に

取
り
組
ん
で
い
る
。

Q 

本
町
の
要
介
護
の
認
知
症
の
方
が
６
６
１

名
、
自
宅
で
生
活
し
て
い
る
認
知
症
の
方
が

３
０
７
名
と
の
デ
ー
タ
が
出
て
い
る
。
し
か

し
、
認
知
症
カ
フ
ェ
に
通
う
人
は
14
名
～
20

名
程
だ
が
、
こ
れ
は
い
か
が
な
も
の
か
。

A 

副
町
長　
人
数
的
に
は
非
常
に
少
な
い

の
で
町
民
へ
の
呼
び
か
け
を
す
る
。

川越 裕子 議員

高
齢
者
の
生
活
見
守
り
、
健
康
づ
く
り
、

認
知
症
対
策
等
支
援
は

保
険
事
業
、
介
護
事
業
等
一
体
化
実
施
事
業
を
さ
ら
に
推
進
し
て
い
く

町長 高齢者
支援

一般質問
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落司 道子 議員Q 

男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
つ
い

て
、
令
和
4
年
12
月
議
会
で
質
問
し

た
。
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
の
改

定
版
に
つ
い
て
、
ま
た
、
Ｄ
Ｖ
防
止

法
に
基
づ
く
基
本
計
画
策
定
に
つ
い

て
、
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
、
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
、
ど
う

い
っ
た
検
討
が
な
さ
れ
た
の
か
。

A 

町
長　

男
女
共
同
参
画
基
本
計
画

の
改
定
に
つ
い
て
は
、
国
の
基
本
計

画
や
、
本
年
3
月
に
県
が
策
定
し
た

当
該
計
画
を
ふ
ま
え
、
必
要
な
資
料

収
集
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

来
年
度
改
定
予
定
の
第
3
次
総
合
振

興
計
画
を
上
位
計
画
と
し
、
関
連
す

る
個
別
計
画
と
の
整
合
性
を
図
り
な

が
ら
、
Ｄ
Ｖ
防
止
等
に
関
す
る
こ
と

を
盛
り
込
む
な
ど
、
必
要
な
改
定
を

行
っ
て
い
く
。

Q 

こ
れ
ま
で
一
般
質
問
を
し
て
き
た

中
で
、
見
直
し
て
い
き
ま
す
、
と
の

答
弁
が
あ
っ
た
も
の
の
、
対
応
が
見

ら
れ
な
か
っ
た
現
状
で
あ
っ
た
と
感

じ
て
い
る
。
今
後
は
、
し
っ
か
り
と

対
応
す
る
と
理
解
し
て
大
丈
夫
か
。

A 

町
長　

来
年
度
の
男
女
基
本
計
画

の
改
定
に
向
け
て
、
そ
れ
も
平
行
し

て
実
施
し
て
い
く
。
今
後
は
注
意
し

て
取
り
扱
い
を
し
て
い
き
た
い
。

Q 
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
の
中

で
、
Ｄ
Ｖ
防
止
等
に
関
す
る
計
画
と

し
て
位
置
づ
け
て
い
る
町
も
あ
る
。

町
の
方
向
性
を
示
し
て
あ
る
の
が
計

画
で
あ
る
。
計
画
が
あ
る
こ
と
で
、

担
当
職
員
が
変
わ
っ
て
も
、
一
定
基

準
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る

こ
と
を
理
解
し
、
進
め
て
い
く
考
え

か
。

A 

町
長　

Ｄ
Ｖ
防
止
等
に
関
し
、
町

と
し
て
ど
の
よ
う
に
実
施
し
て
い
く

の
か
。
戦
術
的
に
触
れ
て
い
な
か
っ

た
、
努
力
義
務
と
課
さ
れ
た
部
分
、

ま
た
、
適
宜
実
施
す
る
部
分
に
つ
い

て
は
、
計
画
本
体
設
置
が
目
的
で
は

な
い
が
、
迅
速
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

Q 

女
性
の
管
理
職
等
の
登
用
に
も
つ

な
が
る
と
し
て
、
若
手
職
員
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
事
業
を
実
施
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。
継
続
的
な
取
組
み

が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
中
で
、
そ
れ

以
降
の
職
員
へ
の
対
応
（
研
修
等
）

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

A 

町
長　

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
・
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
研
修
の
ほ
か
、

各
課
の
若
手
職
員
か
ら
管
理
職
ま
で

の
15
名
を
地
方
創
生
推
進
班
員
と
し

て
任
命
し
、
政
策
立
案
能
力
向
上
の

た
め
の
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
事
業

研
修
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

ど
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
修
を
さ
せ

つ
つ
、
女
性
だ
け
で
な
く
、
職
員
の

能
力
開
発
に
も
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

Q 

管
理
職
等
を
受
け
な
い
理
由
を
人

事
異
動
の
自
己
申
告
書
で
把
握
し
て

い
る
と
思
う
が
、
そ
れ
を
踏
ま
え
、

ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
考
え
な

の
か
。

A 

町
長　

管
理
職
に
な
る
こ
と
を
た

め
ら
う
こ
と
は
、
事
実
と
し
て
あ
る
。

本
人
の
意
思
を
尊
重
し
つ
つ
、
登
用

を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。
次
世
代
に

し
っ
か
り
と
つ
な
ぐ
た
め
、
職
員
の

能
力
開
発
に
つ
い
て
は
、
徹
底
し
て

い
く
。

Q A&ここが聞きたい

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
計
画
の
改
定
・
策
定
に

つ
い
て
、
ど
う
い
っ
た
検
討
が
な
さ
れ
た
の
か

来
年
度
改
定
予
定
の
第
3
次
総
合
振
興
計
画
を
上
位
計
画
と
し
、
関
連
す
る
個

別
計
画
と
の
整
合
性
を
図
り
な
が
ら
、
必
要
な
改
定
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い

町長 男女共同
参画

公共施設のトイレ等に設置してある相談窓口を掲載したカード
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Q 

近
年
の
子
牛
価
格
の
動
向
と
本
町
の

生
産
者
頭
数
は
ど
の
く
ら
い
か
。

A 

町
長　
令
和
元
年
度
が
１
，
１
７
３

頭
、
２
年
度
が
１
，
０
８
６
頭
、
３
年
度

が
１
，１
１
５
頭
、４
年
度
１
，１
７
６
頭
、

令
和
５
年
度
は
10
月
ま
で
で
１
，
１
５
０

頭
が
出
荷
さ
れ
て
い
る
。

　
令
和
元
年
度
の
平
均
取
引
価
格
は
、
約

75
万
３
千
円
、今
年
度
は
49
万
２
千
円
で
、

26
万
１
千
円
ほ
ど
下
落
し
て
い
る
。ま
た
、

地
区
別
で
は
、
年
平
均
で
大
根
占
地
区
は

約
７
３
０
頭
、
田
代
地
区
は
約
４
０
０
頭

で
、
平
均
取
引
価
格
は
田
代
地
区
が
大
根

占
地
区
よ
り
若
干
高
い
傾
向
で
あ
る
。

Q 

畜
産
業
界
に
対
す
る
所
見
は
。

A 

町
長　
子
牛
価
格
の
下
落
、
肥
料
資

材
高
騰
に
よ
る
経
営
圧
迫
に
よ
り
対
応
が

必
要
と
考
え
る
。

　
錦
江
町
の
１
２
０
億
円
の
農
業
生
産
額

の
75
％
を
占
め
る
畜
産
、
養
豚
、
ブ
ロ
イ

ラ
ー
、
そ
の
中
の
中
核
を
占
め
て
い
る
畜

産
事
業
の
持
続
性
の
た
め
、
給
付
金
な
ど

の
一
時
的
な
支
援
で
は
な
く
、
経
営
の
下

支
え
に
な
る
よ
う
な
事
業
を
緊
急
で
行
う

必
要
が
あ
る
と
い
う
認
識
で
あ
る
。

Q 

子
牛
生
産
者
を
年
齢
別
に
調
べ
た
。
大
根

占
地
区
は
、
20
代
２
名
、
30
代
１
名
、
40
代
７

名
、
50
代
６
名
、
60
代
13
名
で
、
田
代
地
区
は
、

30
代
７
名
、
40
代
３
名
、
50
代
５
名
、
60
代
７

名
で
あ
っ
た
。
大
根
占
地
区
で
は
64
名
中
29
名

が
20
代
か
ら
60
代
で
、
田
代
地
区
で
は
44
名
中

22
名
が
30
代
か
ら
60
代
と
若
い
方
が
一
生
懸
命

活
動
し
て
お
り
、
生
産
額
も
こ
の
若
手
の
活
躍

が
重
要
と
な
る
。
そ
こ
で
、
国
県
に
よ
る
緊
急

対
策
は
ど
の
よ
う
な
内
容
か
伺
い
た
い
。

A 

町
長　
国
で
は
、
和
子
牛
価
格
下
落

の
臨
時
対
策
と
し
て
、令
和
５
年
に
限
り
、

従
来
の
肉
用
牛
子
牛
生
産
者
補
給
金
制

度
に
加
え
、
４
半
期
ご
と
の
地
域
ブ
ロ
ッ

ク
平
均
価
格
が
60
万
円
を
下
回
っ
た
場
合

に
支
援
金
を
交
付
す
る
和
子
牛
生
産
者
臨

時
経
営
支
援
事
業
を
新
設
し
て
い
る
。

Q 

大
隅
地
区
市
町
の
支
援
の
動
き
は
ど

の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
か
。

A 

町
長　
担
当
課
に
お
い
て
各
自
治
体

と
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
る
が
、
支
援
策

Q 

町
道
坂
之
上
線
道
路
は
、
国
道
４
４
８

か
ら
運
動
公
園
に
向
け
て
通
る
中
間
台
地

農
業
の
中
心
的
幹
線
道
路
で
あ
る
。

　

茶
工
場
か
ら
運
動
公
園
に
向
け
て

１
０
０
ｍ
、
大
型
車
両
基
地
か
ら
運
動
公
園

に
向
け
て
20
ｍ
ほ
ど
の
地
点
は
、
左
カ
ー
ブ

で
支
障
木
も
あ
り
、
幅
員
も
狭
い
危
険
箇
所

で
あ
る
。

　
近
年
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
等
で

交
通
量
も
増
え
て
い
る
道
路
で
あ
る
た
め
改

良
工
事
を
行
う
考
え
は
な
い
か
伺
い
た
い
。

A 

町
長　
指
摘
箇
所
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、

幅
員
も
狭
く
、
見
通
し
も
悪
い
状
態
で
あ
る

こ
と
を
確
認
し
た
。

　

今
後
、
こ
の
区
間
を
利
用
す
る
住
民
や
農

家
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
き
し
な
が
ら
、

局
部
改
良
が
適
当
で
あ
る
の
か
、
全
体
見
直

し
が
必
要
な
も
の
か
、
重
要
性
や
緊
急
性
、

費
用
対
効
果
等
を
十
分
検
討
し
て
対
応
す
る
。

　

ま
た
、
こ
の
区
間
の
安
全
走
行
を
確
保
す

る
た
め
、
ま
ず
は
支
障
木
等
の
除
去
、
伐
採
、

危
険
を
知
ら
せ
る
標
識
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の

設
置
な
ど
早
急
に
対
応
で
き
る
こ
と
か
ら
進

め
て
い
く
。

小吉 昭弘 議員

も
補
正
予
算
や
当
初
予
算
で
の
計
上
と
な

る
た
め
現
在
審
議
中
で
あ
る
。

Q 

県
の
調
査
に
よ
る
と
廃
業
の
原
因
は
、

餌
代
の
高
騰
と
子
牛
価
格
の
相
場
の
下

落
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
令
和
３
年
に

72
万
円
だ
っ
た
子
牛
の
平
均
価
格
は
令
和

４
年
に
63
万
円
に
下
が
り
、
令
和
５
年
に

は
51
万
円
と
さ
ら
に
下
落
し
て
い
る
。

　
現
在
、
苦
労
し
て
い
る
子
牛
生
産
農
家

の
育
成
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
支
援
策
を

考
え
て
い
る
か
。

A 

町
長　
国
と
同
じ
く
１
頭
当
た
り
10
万
円

を
基
本
に
奨
励
金
の
交
付
を
検
討
し
て
い
る
。

な
お
、
国
の
交
付
要
綱
な
ど
が
詳
細
に
示
さ

れ
た
後
に
改
め
て
検
討
し
、
国
の
支
援
が
届

か
な
い
部
分
が
あ
れ
ば
、
対
象
の
拡
大
な
ど
、

所
要
の
支
援
を
行
え
る
よ
う
設
計
す
る
。

小
吉
議
員　
農
林
水
産
大
臣
は
、
高
齢
の

繁
殖
雌
牛
か
ら
、
成
長
が
良
く
肉
質
に
優
れ

た
若
い
繁
殖
雌
牛
へ
の
更
新
に
重
点
を
移
し

て
支
援
す
る
と
国
会
答
弁
し
て
い
る
。
そ
の

よ
う
な
流
れ
も
あ
る
の
で
、
若
手
の
優
良
農

家
を
是
非
育
成
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

一般質問

畜
産
業
界
に
対
す
る
所
見
は

一
時
的
な
支
援
で
は
な
く
、
経
営
の
下
支
え
に
な
る
よ
う
な
事
業
を
緊
急

で
行
う
必
要
が
あ
る

町長 畜産
支援

町
道
坂
之
上
線
道
路
の
改
修

工
事
を
行
う
考
え
は

重
要
性
や
緊
急
性
な
ど
を

考
え
検
討
し
て
い
く

町長 町道
工事



議会活動の
報告会を
開催

　７月５日から７日にかけて町内６会場において「議会
報告会」を４年ぶりに開催しました。お忙しい中、町民
の方にお集まりいただき、感謝申し上げます。
　報告会では、議会活動の報告のあと『議員定数・議員
報酬等について』をテーマに意見交換会を行いました。
その他、町民の方から出されました主な質疑・意見に対
しては、議会改革推進会議調査特別委員会において、今
後の対策について執行機関に依頼するなど調査し、取り
まとめが完了しましたので報告いたします。

※内容については執行機関に対する要旨を掲載しております。

花瀬・川原地区

　カード決済については、行政へ直接交渉しないとできないのか。議会からそのような話
を担当課へ繋げないのか。　

Q

　「わかりやすい予算書」の冊子は、一冊幾らか。一度目を通せば、あとはあまり見ないと
思うので、立派な冊子でなくてもいいのではないか。もっと費用を抑えられないのか。
※宿利原地区でも同様の意見がありました。

Q

　　税に関しては、本年度より「地方税お
支払いサイト」を利用したカード決済が

可能となっております。
　利用できるクレジットカードは、VISA、�
MASTERCARD、JCB、AMERICANEXPRESS、
DinersClubとなっております。
　また、クレジットカード以外にも、コンビ
ニエンスストア、インターネットバンキング、
ATMでの納付が可能となっております。ただ
し、サービスによっては事前に金融機関への
登録等の手続きが必要な場合があります。

　利用方法の詳細については、住民税務課税
務チーム（℡ 22-3037）へお問い合わせくだ
さい。
　税以外の公金については、現在、自治体DX
の中で住民サービス向上の一環としてキャッ
シュレス決済の調査・研究を行っています。
　導入については、住民サービスの向上は基
より、費用対効果等を慎重に判断し、導入の
有無及び決済サービスの種類等の検討を行っ
てまいります。

A

　　わかりやすい予算書の作成費用は、１
冊あたり622円程度です。

　当該予算書につきましては、まちの予算に
関する内容だけではなく、コミュニティバスの
時刻表やごみの分別一覧など、生活に役立つ
情報も掲載しておりますが、ご指摘をいただ
きましたことから、来年度の発行に向け、作
成費用の縮減や掲載内容の充実に努めてまい
ります。

A
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麓・上部・大原地区

池　田　地　区

　火災時の放送内容が、聞き取りにくくわかりにくい。また、内容に入るまで時間が長す
ぎる。

Q

　　火災の発生を伝える際の防災行政無線
の放送内容は、火災の種類や発生場所、

消防団の出動要請でありますが、町民に対し、
正確で分かりやすく伝達できるよう、緊急放
送を行う職員等の訓練を引き続き行ってまい

ります。
　なお、サイレンの吹鳴から放送まで時間を
要する件につきましては、放送システムの関
係上、どうしても発生してしまうことから、業
者と改善方法を検討しているところです。

A

　鵜戸野・久木野の防災無線の放送が途中で途切れ聞こえにくい。Q

　　これまでも、防災行政無線による放送
内容が途切れるなどの不具合は、天候等

の影響による場合もございますが、その都度、
調査を行い、必要な改修等を行ってきている

ところであります。
　ご指摘いただきました自治会につきまして
も、すでに対応を終えており、現在において、
不具合等は生じていないものと考えます。

A

　田代中央運動場は草が生えて使用しにくい。Q

　　現在、田代中央運動場の主な利用団体
は３団体であり、また、本年から町スポー

ツフェスタ運動会会場としても利用しなくなっ
たことで、野球グラウンド、トラックの雑草発
生が特に目立つ状況にあります。６月から９月
の時季は、除草剤散布や不陸整正しても１週間
経過しないうちに、雑草が発生する状況となっ
ています。

　芝生部分においては、メヒシバ等の雑草が
ほとんどを占め、成長も早いことから管理が
追いついていない状態です。
　現在、管理をシルバー人材センターに委託
していますが、会員不足により人数等をかけ
られない状態であるとのことです。
　今後、シルバー人材センターと協議し、芝
刈りの回数を増やす等対応していきます。

A

　地籍の件。田代の民有地（山林含む。）を早くしてほしい。Q

　　田代地区は予算にもよりますが、今後２・
３年程度で現地調査は終了の見込です。

　閲覧・登記まで今後５年程度で終了予定です。

A

※池田地区については、執行機関に調査を依頼する質問はありませんでした。
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馬場・城元地区

　　肥料や資材などの価格高騰に対しては、
国・県等の対象事業のすべてを周知及び

活用しており、特に影響が著しかった配合飼
料等については、畜産農家に対し、早急に支
援を行ったところです。
　さつまいも基腐病については、すべて国・

県の事業で支援を行っております。今後も農
作物の病害発生については、国・県等と連携し、
対策の周知などに引き続き努めてまいります。
　併せて、不測の事態に備えた収入保険の加
入支援を引き続き行ってまいります。

A

　スマート農業を導入しようとしても町内の圃場では狭い。所有者の承諾を得て圃場を広げ
るにも莫大な費用がかかるためそのあたりの助成を考えてほしい。
　また、ドローン等にしても更新時に費用が発生するので助成してもらえないか。

Q

　さつまいもだけではなく、町内では耕作面積の少ないものまで数えると数多くの作物が栽
培されている。特定の作物・病気だけを限定したものではなく、広くほかの作物にも適用で
きるような補助規定を作るべきではないか。

Q

神　川　地　区

　全国学力テストの結果に対する対応は。Q

　　空き家対策については、町では周辺の
皆さんに迷惑をかけている場合は、所有

者の特定を行い、屋根木等の適正な処理を行
うよう文書で指導しておりますので自治会長

さんからの情報をいただきたいと考えます。
　県道の除草処理については現場を確認して、
県大隅地域振興局建設部に要望を行います。

A

　　文部科学省は、「全国学力・学習状況調
査に関する実施要領」の「調査結果の取

扱いに関する配慮事項」の中で、「調査により
測定できるものは学力の特定の一部分である
こと、学校における教育活動の一側面である
ことを踏まえるとともに、序列化や過度な競
争が生じないようにするなど教育上の効果や
影響等に十分配慮することが重要である」と
明記しております。

　鹿児島県教育委員会もこのことを受けて、
教員が自身の授業改善に活かすために年間を
通して計画的に過去問等を活用するように市
町村教委に呼び掛けています。
　本町でも成績向上のみを目的とした事前の
集中的な対策をしないよう各学校に対して通
知するとともに、結果の分析を丁寧に行い、
授業改善や児童生徒の学力向上につながるよ
う取り組んでまいります。

A

　空き家対策について、道路に屋根木が出かかっている。
　また、歩道上では、除草剤をまいていたりして、大滝公園もあるのに、見苦しい。Q

　　農地の畦畔除去や整地などの小規模の圃場整備に対して
は、『町農地整備事業補助金』等で支援しています。

　これらの補助上限を超える圃場整備については、国・県等の事
業を活用して支援していきたいところですが、一定規模の受益面
積が必要で、また事業完了までに長期間を要することから、町内
のニーズを調査したうえで、町による支援の必要性を検討してい
きたいと考えます。
　スマート農業機器の導入については、国・県等の事業の活用を支援していきますが、更新時の支援に
ついては、現在のところ考えておりません。

A
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宿　利　原　地　区

議員定数・議員報酬等について

　　町道脇の支障木につきましては、大変
苦慮している問題であります。原則、所

有者自ら処理する問題ではありますが、国・県
におきましても伐採後に所有者とトラブルに
なる事例があります。町としましては、自治会

の皆様で所有者から伐採許可の同意を得てい
ただき、同意が得られた個所を伐採している
ところです。
　なお、樹木伐採要望書が建設課に準備して
ありますので提出のご協力をお願いします。

A

　町道路肩の草原払いを県道と同じようにバックホーを使ってやって欲しい。路肩の雑木
が大きくなり、スクールバスなど道路の真ん中を走行しなくてはならず、危ない状況である。

Q

　防犯カメラを設置して欲しい。Q

　　防犯カメラの設置要望につきまして
は、昨年実施しました「まちづくり懇談

会」でのご意見であったと思いますが、その
際の回答は、
①�設置場所については警察と協議を行い設置
したこと
②�防犯カメラを新たに設置する場合、予算の
確保が必要であること

③�防犯カメラは、高齢者等が行方不明になっ
た際に役立つこと
から、検討させてほしいといった内容であり
ました。なお、防犯カメラにつきましては、
鹿児島県警察本部との覚書に基づき、双方で
設置場所等を協議する必要がありますが、具
体的な要望をいただけましたら、設置に向け
た検討を行いたいと考えております。

A

（花瀬・川原地区）　「現在 12 名で活動していて、
議員が多いという意見も耳にしたりするが、議
員が少なくなったからといって良くなるわけで
もないので、議員の方々が活躍してくれれば現
状 12名でよいと思う。」

（麓・上部・大原地区）「議員がいることで、行政
に意見が届きやすいので定数は減らしてほしく
ない」
　「12 名を確保してほしい」「報酬は生活給が望
ましい」「議員のなり手（後継者）がいるのか
心配だ」

（馬場・城元地区）　「自分たちで定員を減らす決
断をすることは難しいことだが、人口も減り議
員への立候補者が少ない状況では、20 年、30
年先を見据えた議員定数を考えて欲しい。
　なり手がいないのであれば、議員数を６名にし
て議会の予算は減らさず、報酬を年 800 万円
程度にして議員を本業として生活できる程の収
入があれば、なり手も出てきて、議員活動に専
念できるのでは。これは極論なので、定数を急
に半減せず、12 名→ 10 名→ 8 名→ 6 名と段
階的に時間をかけて減らすなど、将来を見据え
た判断を願う。」

（神川地区）「今の人口に対して、議員定数は妥当
である」「大きな市を基準にしたら 10 名でも
いいのではないか」「定数は現状のままでいい。
神川校区は議員がいないので地域住民の声が行
政に届きにくい状況である」
　「報酬 22 万円では生活できないので、定数を
10 名にして報酬を上げたら若い人が議員にな
るのでは」
　「12名でもいいが、選挙になるような状況であ
ればいい」

（宿利原地区）「人口も減少しているのだから議員
数も減らす方向で考えて欲しい」「議員自身は、
何人くらいが適当であると考えているのか？」
「定数を少なくして、報酬を上げてはどうか」「12
名で議会運営するのであれば、10 名分の報酬
で議会運営を行えばいい」

（池田地区）「東串良町の議員は 10 名である。錦
江町も 10 名にすれば、２名分の経費を他の事
業に回せる」
　「議会が頑張って町民が議会に興味を持っても
らわないと 12名は多いのかなと思う」
　「地域の広さ等で行動が違ってくるので、減ら
すという考え方だけではいけないと思う」
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浪瀨　亮祐　編集委員

立 春を迎えみなさまいかがお過ごしでしょうか。
2024 年はパリオリンピックが開催され、大

いに盛り上がることでしょう。
　昨年は、かごしま国体が開催され、本町において
も自転車ロードレースが周回コースとして行われま
した。集団で走るスピード感や大きな声で声援を送
るみなさんに感動をもらいました。オリンピックで
もまた同じ感動を味わえたらと思います。
　新年早々、能登半島地震、航空機事故が起こりま
した。昨年は、台風６号による豪雨で町内各地で甚

大な被害が出ましたが様々な支援を受け、修復され
ています。私たちにできることを考えながらみんな
で力を合わせて地域、そして日本を応援できたらと
思うところです。

◆議会報編集委員会
委 員 長　久本　晃
副委員長　久保　勇太
委　　員　浪瀨　亮祐・池田　行德・ 落司　道子

編集後記

傍聴してみませんか傍聴してみませんか
３月定例会の会期は、３月定例会の会期は、２月26日から３月15日２月26日から３月15日、、
一般質問は一般質問は３月13～14日３月13～14日の予定です。の予定です。
本庁３階の議場へ傍聴においでください。本庁３階の議場へ傍聴においでください。
また、インターネット映像配信サービスまた、インターネット映像配信サービスYouTubeYouTube
にてにて本会議の模様を生中継本会議の模様を生中継いたしますので、いたしますので、
是非ご活用ください。是非ご活用ください。

３月定例会
は

本庁で開
催

表紙表紙を　 ウォッチ

　2023 年 11 月 26 日に旗山神社で作物の収
穫に感謝する新

にい

嘗
なめ

祭
さい

が行われ、約 300 年前か
ら伝わる神舞が 16 年ぶりに奉納されました。
　旗山神舞保存会をはじめ、池田小学校の児童
や教職員が 8 つの舞を披露しました。
　初めて参加する方も多く、舞手の中には 3 ケ
月前から舞の練習に励んでおり、久保議員が四
人鬼神舞、久本議員が吉野かんじ舞の舞手とし
て参加しました。
　当日は天気にも恵まれ、300 名近く訪れた観
客席からは拍手や笑い声が溢れていました。

16年ぶりに旗山神社で神舞を奉納
多
た

力
ぢから

鬼
き

神
じん

舞
まい

や四
よっ

人
たい

鬼
き

神
じん

舞
まい

など８つの舞を披露

錦江町議会
Yo uTu b e
チャンネルは
こちらから

18きんこう議会だより 76号


